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農業労働力支援を通じた
生産基盤の維持･拡大

4-5面
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News!

パックごはん「カレー専用極めごはん」発売
銘柄・炊き方・ボリューム感にこだわり 米穀部

　

全
農
は
、J
A
全
農
ラ
ド
フ
ァ
㈱
と
共
同
で
パ
ッ
ク
ご
は
ん
の

新
商
品「
カ
レ
ー
専
用
極
め
ご
は
ん
」を
開
発
し
、
1
月
12
日
よ
り

J
A
タ
ウ
ン
で
先
行
発
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
単
身
世
帯
や
共
働
き
世
帯
の

増
加
に
よ
り
食
の
簡
便
化
志
向

が
高
ま
り
、
パ
ッ
ク
ご
は
ん
市

場
は
年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
レ
ー
市
場
で
は
レ
ト

ル
ト
カ
レ
ー
が
ル
ー
カ
レ
ー
の

販
売
金
額
を
上
回
っ
て
い
る
こ

と
を
受
け
、
自
宅
で
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
を
よ
り
お
い
し
く
、
手
軽

に
楽
し
む
た
め
の
専
用
パ
ッ
ク

ご
は
ん
と
し
て
、「
カ
レ
ー
専

用
極
め
ご
は
ん
」を
開
発
し
ま

し
た
。

　
こ
だ
わ
り
は
、
①
あ
っ
さ
り

上
品
な
味
わ
い
と

し
っ
か
り
食
感
が

特
徴
の「
山
形
県

産
雪
若
丸
」を
使

用
②
水
分
を
調
整

し
た「
か
た
め
の

炊
き
上
げ
」③
ご

は
ん
の
量
は
レ
ト

ル
ト
カ
レ
ー
の
平

均
容
量
よ
り
多
め

の「
２
３
０
グラム
」―

―
の
3
点
で
す
。

　

今
後
も
Ｊ
Ａ
全

農
ラ
ド
フ
ァ
と
連

携
し
、
パ
ッ
ク
ご

は
ん
の
販
売
を
通

じ
て
、
国
産
米
の

消
費
拡
大
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

「カレー専用極めごはん」でご家庭のカレーをよりおいしく、手軽に

News!

「Z-GIS」普及拡大キャンペーン
圃場管理をサポート、新規加入は4カ月無料 耕種総合対策部

　
全
農
は
、電
子
地
図
と
E
x
c
e
l
を
組
み
合
わ
せ
て
効
率
的
な

圃ほ
じ
ょ
う場
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム「
Z-

G
I
S
」の
普
及
拡
大

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
し
ま
し
た
。新
規
加
入
者
は
加
入
月
を
含
め

利
用
料
が
4
カ
月
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
近
年
、農
業
従
事
者
の
減
少
、

高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
労
働
力

不
足
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
が
急
速
に
進

ん
で
お
り
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技

術
を
用
い
た
営
農
管
理
の
効
率

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
全
農
は
、
電
子
地

図
と
E
x
c
e
l
を
組
み
合

わ
せ
て
管
理
す
る
こ
と
で
、
効

率
的
な
圃
場
管
理
、
栽
培
状
況

の
見
え
る
化
を
実
現
す
る
営
農

管
理
シ
ス
テ
ム「
Z-

G
I
S
」

の
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、「
Z-

G
I
S
」の

普
及
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン「
は

じ
め
よ
う
ス
マ
ー
ト
農
業
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」を
開
始
し
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
12
月
か
ら
２
４

年
3
月
ま
で
に「
Z-
G
I
S
」

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
申

し
込
ん
だ
新
規
入
会
者
は
、
加

入
月
を
含
め
4
カ
月
間
の
利
用

料
が
無
料
に
な
る
お
得
な
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。さ
ら
に
、キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
毎
月「
初

級
W
E
B
講
習
会
」
を
開
催

し
、ス
ム
ー
ズ
に「
Z-

G
I
S
」

を
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま

す
。

「
Z-

G
I
S
」普
及
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ポ
ス
タ
ー

講習会の
お申し込みは
こちら

　JAグループのイノベーションラボＡｇＶｅｎｔｕｒｅ Ｌａｂ（あぐラボ）では、
さまざまな新しい取り組みに挑戦しています。取り組みの一つとして、JAグ
ループのエンジニア（農中情報システム㈱や全農ビジネスサポート㈱の技
術者）が、“アジャイル開発※1”の手法を用いて、農産物直売所向けの「JA
サイネージ※2」を開発しました。現在、複数のＪＡ直売所や店舗でトライア
ルいただいています。　　　　　　　　　　　　　 【AgVenture Lab】

※1 アジャイル開発:「アジャイル=素早い」、開発中に発生するさまざまな状況の変化に対応しながら開発を進めていく手法
※2 サイネージ:電子看板

　JAサイネージの最大の特徴は、農産物直
売所がその魅力を最大限発信できるよう、必
要な機能が集約され、それらをシンプルに利
用できる点です。
　農産物直売所は、農家の方が日々採れた
ての野菜や果物を持ち込むため、アピールし
たい商品が日々刻 と々変わります。こうした中
で、サイネージでさまざまな農産物の宣伝が
できることは大きなアピールにつながります。
しかし、既存システムは操作が難しく、直売所
の方から「掲載商品が数週間更新されない」
といった声が上がっていました。
　こうした直売所の方々の声を受け、JAサイ
ネージは直売所スタッフの方がスマートフォン
でいつでも簡単に写真や動画をアップロード

し、日々のお薦め商品をリアルタイムにテレビ
モニター上で紹介できるようにしました。また、
特別な機器は不要で、テレビモニターとイン
ターネット接続環境があればいつでも利用を
開始できる導入ハードルの低さもメリットの一
つです。
　トライアルいただいている直売所や店舗か
らの生の声を取り入れ、JAグループのエンジ
ニアチームでタイムリーに改善を重ねる“アジ
ャイル開発”。これによりJAに必要とされるサ
ービスを目指し開発を進めています。
　現在、ＡｇＶｅｎｔｕｒｅ Ｌａｂでは、このJAサ
イネージのトライアルに参加いただける店舗を
募集中です。ご興味がありましたら以下の2
次元コードからお申し込みください。

AgVenture Labが　　　　　　　を開発
トライアル店舗募集中

スマホで完結
シンプルな操作
店舗スタッフで完結

できます

「今日の採れたて」
サイネージ広告は
スマホで3分解決

すぐに使える
モニターと

インターネット接続環境が
あればすぐに利用開始

できます

「ＪＡサイネージ」
トライアル

申し込みはこちらから
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　JAグループのイノベーションラボＡｇＶｅｎｔｕｒｅ Ｌａｂ（あぐラボ）では、
さまざまな新しい取り組みに挑戦しています。取り組みの一つとして、JAグ
ループのエンジニア（農中情報システム㈱や㈱全農ビジネスサポートの技
術者）が、“アジャイル開発※1”の手法を用いて、農産物直売所向けの「JA
サイネージ※2」を開発しました。現在、複数のＪＡ直売所や店舗でトライア
ルを実施しています。　 　　　　　　　　　　　　 【AgVenture Lab】

※1 アジャイル開発:「アジャイル=素早い」、開発中に発生するさまざまな状況の変化に対応しながら開発を進めていく手法
※2 サイネージ:電子看板

　JAサイネージの最大の特徴は、農産物直
売所がその魅力を最大限発信できるよう、必
要な機能が集約され、それらをシンプルに利
用できる点です。
　農産物直売所は、農家の方が日々採れた
ての野菜や果物を持ち込むため、アピールし
たい商品が日々刻 と々変わります。こうした中
で、サイネージでさまざまな農産物の宣伝が
できることは大きなアピールにつながります。
しかし、既存システムは操作が難しく、直売所
の方から「掲載商品が数週間更新されない」
といった声が上がっていました。
　こうした直売所の方々の声を受け、JAサイ
ネージは直売所スタッフの方がスマートフォン
でいつでも簡単に写真や動画をアップロード

し、日々のお薦め商品をリアルタイムにテレビ
モニター上で紹介できるようにしました。また、
特別な機器は不要で、テレビモニターとイン
ターネット接続環境があればいつでも利用を
開始できる導入ハードルの低さもメリットの一
つです。
　トライアルを実施している直売所や店舗か
らの生の声を取り入れ、JAグループのエンジ
ニアチームでタイムリーに改善を重ねる“アジ
ャイル開発”。これによりJAに必要とされるサ
ービスを目指し開発を進めています。
　現在、ＡｇＶｅｎｔｕｒｅ Ｌａｂでは、このJAサ
イネージのトライアルに参加いただける店舗を
募集中です。ご興味がありましたら以下の2
次元コードからお申し込みください。

AgVenture Labが　　　　　　　を開発
トライアル店舗募集中

スマホで完結
シンプルな操作
店舗スタッフで完結

できます

「今日の採れたて」
サイネージ広告は
スマホで3分解決

すぐに使える
モニターと

インターネット接続環境が
あればすぐに利用開始

できます

「ＪＡサイネージ」
トライアル

申し込みはこちらから
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Ｊ
Ａ
と
県
本
部
、
同
振
興
会
の
3

者
が
連
携
し
て
、
労
働
力
を
求
め
る

生
産
者
と
、
農
作
業
に
取
り
組
み
た

い
福
祉
事
業
所
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま

す
。
生
産
者
は
必
要
な
期
間
の
農
作

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、
福
祉
事
業
所
は
新
た
な
労
働

機
会
の
創
出
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
従
来
の
農
作
業
の
多
く
は
、
収
穫

　
Ｊ
Ａ
福
島
中
央
会
が
2
0
1
9
年

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト（
回
答
数

6
6
0
1
件
）に
よ
る
と
、
約
4
割
の

生
産
者
が「
す
で
に
労
働
力
不
足
で
あ

る
、
将
来
的
に
不
足
す
る
」
と
回
答
。

さ
ら
に
県
内
で
は
少
子
高
齢
化
や
震

災
の
影
響
に
よ
り
農
業
労
働
力
不
足

が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
本
部
は
変
化
す
る
情
勢
に
対
応
し

な
が
ら
、
継
続
し
て
県
内
で
の
労
働
力

支
援
の
取
り
組
み
拡
大
を
図
り
、
事

例
の
積
み
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
本
部
が
は
じ
め
に
取
り
組

ん
だ
労
働
力
支
援
の
取
り
組
み
は
農

福
連
携
で
す
。
県
内
の
農
福
連
携
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
福
島
県
授
産

事
業
振
興
会
と
協
働
し
、
労
働
力
不

足
の
課
題
を
抱
え
る
Ｊ
Ａ
施
設
・
生

産
者
の
も
と
で
近
隣
の
福
祉
事
業
所

が
農
作
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
ス

キ
ー
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

め
る
こ
と
が
で
き
、
作
業
員
は
気
軽
に

農
作
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
近
年
、
こ
れ
ま
で
選
果
場
や
収
穫

の
現
場
を
守
っ
て
き
た
作
業
員
の
方
々

が
高
齢
と
な
り
、
リ
タ
イ
ア
す
る
事
例

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
が
窓
口
機
能
を
発
揮
し
、
今
ま
で
は

選
果
場
や
生
産
者
と
つ
な
が
り
の
少

な
か
っ
た
人
を
農
業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
こ
と
で
、
生
産
現
場
の
労
働
力
不

足
に
対
応
し
ま
す
。

時
な
ど
の一部
の
期
間
に
集
中
す
る
た

め
、
雇
用
に
よ
る
労
働
力
の
補
填
は

簡
単
で
は
な
い
の
が
実
情
で
し
た
。
ス

ポ
ッ
ト
的
に
農
作
業
を
依
頼
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
中

で
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
本
取
り
組
み

の
ス
キ
ー
ム
で
し
た
。

　
実
は
福
祉
事
業
所
側
で
も
、
利
用

者
の
月
額
平
均
工
賃
が一般
と
比
べ
て

低
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら「
農
業
の
労
働
力
不
足
」

と「
障
が
い
を
も
つ
福
祉
事
業
所
利
用

者
の
方
の
収
入
向
上
」
と
い
う
双
方
の

課
題
解
決
に
向
け
、
同
振
興
会
と
連

携
し
た
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
作
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
前
に
、
生
産

者
と
福
祉
事
業
所
の
認
識
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
の
が

「
農
作
業
体
験
会
」で
す
。「
頼
ん
で
み

た
け
ど
思
っ
た
よ
り
作
業
が
進
ま
な
い

…
」「
仕
事
を
受
け
た
け
ど
思
っ
た
よ

り
き
つ
い
…
」
と
い
っ
た
認
識
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
生
じ
る
と
、
お
互
い
が
納
得
の
上

で
の
作
業
が
で
き
な
い
た
め
、
事
前
の

体
験
会
を
通
じ
て
、
ど
ん
な
作
業
で
、

ど
の
程
度
な
ら
お
願
い
で
き
る
か
と
い

う
認
識
を
深
め
、Ｗ
ｉｎ
–
Ｗ
ｉｎ
の
取

り
組
み
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
体
験
会
の
開
催
数
は
取
り
組
み
開

始
1
年
目
に
6
件
、
2
年
目
に
19
件

と
徐
々
に
増
加
。
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
る
と
同
時
に
、

県
内
の
生
産
者
か
ら
も「（
取
り
組
み

を
）聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

　
22
年
度
は
県
内
で
約
2
0
0
0
人

が
農
作
業
に
参
加
し
、
生
産
者
か
ら

も
好
評
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
県
内
の
労
働
力
不
足
を
抱

え
る
Ｊ
Ａ
や
生
産
者
に
対
す
る
提
案

の
一
つ
と
し
て
、
農
福
連
携
の
普
及
・

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
農
福
連
携
に
続
い
て
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
連

携
し
た
労
働
力
支
援
の
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
は
県
内
の

選
果
場
や
野
菜
・
果
物
の
収
穫
作
業

を
中
心
に
行
わ
れ
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
今

年
で
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
担
当
が
労
働
力
に
困
っ
て
い

る
生
産
者
の
窓
口
と
な
り
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

作
業
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
生
産

者
は
手
間
を
か
け
ず
に
労
働
力
を
集

　
県
本
部
で
は
本
取
り
組
み
の
よ
う

に
農
業
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と

で
、一般
の
方
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
1

割
農
業
を
取
り
入
れ
る「
91
農
業
」を

推
進
し
、
農
業
労
働
力
支
援
の
取
り

組
み
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

体
験
会
で
農
福
連
携
が
定
着

J
T
B
と
連
携
し
作
業
受
委
託
も

農
業
労
働
力
支
援
を
通
じ
た
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大

農
福
連
携
の
取
り
組
み

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
連
携

「
91
農
業
」推
進
へ

労
働
力
支
援
特
集

福
島

ほ  

て
ん

箱折り作業「91農業」ロゴマーク

農作業体験会の集合写真

枝拾い作業

　福
島
県
本
部
で
は
、県
内
農
業
の
課
題
解
決
と
し
て
生
産
基
盤
の
維
持
・

拡
大
を
目
的
と
し
た
労
働
力
支
援
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
で

5
年
目
に
な
り
ま
す
。
 

【
福
島
県
本
部
】

　林崎修一さんは南相馬市
でネギとブロッコリーを栽培し
ており、11月から年明けまでの
収穫作業にかけて本取り組みを活用することになり「収穫作業
の作業員募集をどうしようかと考えていた折に、JAからこの取り
組みを紹介してもらい助かった」と話しました。

　南相馬市で水稲のほかキャベツ、ブロッコリー、トマトなど
多品目の野菜を栽培する武田幸彦さんは、年間を通じて労
働力を必要としており、「必要な時期に必要な人数だけ依頼
できることが利用するポイントだ」と話しました。農福連携同
様に雇用の必要がないため、繁忙期に合わせて活用できるこ
とがメリットとなっています。

武田幸彦さん

林崎さん（中央）とJTBから参加の皆さん

　南相馬市でカボチャやブロッコリーを栽培する菊地洋一さ
んは、野菜の収穫作業などで3年間ＪＴＢと連携した労働力支
援の取り組みを活用しています。周囲の生産者がリタイアし、
圃場が集積していく中で労働力の確保が課題でしたが「この
取り組みがスタートしたことをきっかけに栽培面積の増反に
踏み切ることができた」と話しました。

菊地洋一さん

ほじょう

ぞうたん

面積増やせました

JTBとの連携による労働力支援を
活用する生産者の声

繁忙期に合わせて

JTBとの連携による労働力支援を
活用する生産者の声

JTBとの連携による労働力支援を
活用する生産者の声

収穫作業助かった
林崎修一さん
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Ｊ
Ａ
と
県
本
部
、
同
振
興
会
の
3

者
が
連
携
し
て
、
労
働
力
を
求
め
る

生
産
者
と
、
農
作
業
に
取
り
組
み
た

い
福
祉
事
業
所
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま

す
。
生
産
者
は
必
要
な
期
間
の
農
作

業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
、
福
祉
事
業
所
は
新
た
な
労
働

機
会
の
創
出
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
従
来
の
農
作
業
の
多
く
は
、
収
穫

　
Ｊ
Ａ
福
島
中
央
会
が
2
0
1
9
年

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト（
回
答
数

6
6
0
1
件
）に
よ
る
と
、
約
4
割
の

生
産
者
が「
す
で
に
労
働
力
不
足
で
あ

る
、
将
来
的
に
不
足
す
る
」
と
回
答
。

さ
ら
に
県
内
で
は
少
子
高
齢
化
や
震

災
の
影
響
に
よ
り
農
業
労
働
力
不
足

が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
本
部
は
変
化
す
る
情
勢
に
対
応
し

な
が
ら
、
継
続
し
て
県
内
で
の
労
働
力

支
援
の
取
り
組
み
拡
大
を
図
り
、
事

例
の
積
み
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
本
部
が
は
じ
め
に
取
り
組

ん
だ
労
働
力
支
援
の
取
り
組
み
は
農

福
連
携
で
す
。
県
内
の
農
福
連
携
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
福
島
県
授
産

事
業
振
興
会
と
協
働
し
、
労
働
力
不

足
の
課
題
を
抱
え
る
Ｊ
Ａ
施
設
・
生

産
者
の
も
と
で
近
隣
の
福
祉
事
業
所

が
農
作
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
ス

キ
ー
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

め
る
こ
と
が
で
き
、
作
業
員
は
気
軽
に

農
作
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
近
年
、
こ
れ
ま
で
選
果
場
や
収
穫

の
現
場
を
守
っ
て
き
た
作
業
員
の
方
々

が
高
齢
と
な
り
、
リ
タ
イ
ア
す
る
事
例

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
が
窓
口
機
能
を
発
揮
し
、
今
ま
で
は

選
果
場
や
生
産
者
と
つ
な
が
り
の
少

な
か
っ
た
人
を
農
業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
こ
と
で
、
生
産
現
場
の
労
働
力
不

足
に
対
応
し
ま
す
。

時
な
ど
の一部
の
期
間
に
集
中
す
る
た

め
、
雇
用
に
よ
る
労
働
力
の
補
填
は

簡
単
で
は
な
い
の
が
実
情
で
し
た
。
ス

ポ
ッ
ト
的
に
農
作
業
を
依
頼
で
き
る

よ
う
な
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
中

で
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
本
取
り
組
み

の
ス
キ
ー
ム
で
し
た
。

　
実
は
福
祉
事
業
所
側
で
も
、
利
用

者
の
月
額
平
均
工
賃
が一般
と
比
べ
て

低
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら「
農
業
の
労
働
力
不
足
」

と「
障
が
い
を
も
つ
福
祉
事
業
所
利
用

者
の
方
の
収
入
向
上
」
と
い
う
双
方
の

課
題
解
決
に
向
け
、
同
振
興
会
と
連

携
し
た
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
作
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
前
に
、
生
産

者
と
福
祉
事
業
所
の
認
識
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
た
め
に
行
っ
て
い
る
の
が

「
農
作
業
体
験
会
」で
す
。「
頼
ん
で
み

た
け
ど
思
っ
た
よ
り
作
業
が
進
ま
な
い

…
」「
仕
事
を
受
け
た
け
ど
思
っ
た
よ

り
き
つ
い
…
」
と
い
っ
た
認
識
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
生
じ
る
と
、
お
互
い
が
納
得
の
上

で
の
作
業
が
で
き
な
い
た
め
、
事
前
の

体
験
会
を
通
じ
て
、
ど
ん
な
作
業
で
、

ど
の
程
度
な
ら
お
願
い
で
き
る
か
と
い

う
認
識
を
深
め
、Ｗ
ｉｎ
–
Ｗ
ｉｎ
の
取

り
組
み
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
体
験
会
の
開
催
数
は
取
り
組
み
開

始
1
年
目
に
6
件
、
2
年
目
に
19
件

と
徐
々
に
増
加
。
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
機
会
が
増
え
る
と
同
時
に
、

県
内
の
生
産
者
か
ら
も「（
取
り
組
み

を
）聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。

　
22
年
度
は
県
内
で
約
2
0
0
0
人

が
農
作
業
に
参
加
し
、
生
産
者
か
ら

も
好
評
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
県
内
の
労
働
力
不
足
を
抱

え
る
Ｊ
Ａ
や
生
産
者
に
対
す
る
提
案

の
一
つ
と
し
て
、
農
福
連
携
の
普
及
・

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
農
福
連
携
に
続
い
て
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
連

携
し
た
労
働
力
支
援
の
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
は
県
内
の

選
果
場
や
野
菜
・
果
物
の
収
穫
作
業

を
中
心
に
行
わ
れ
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
今

年
で
3
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
の
担
当
が
労
働
力
に
困
っ
て
い

る
生
産
者
の
窓
口
と
な
り
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

作
業
員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。
生
産

者
は
手
間
を
か
け
ず
に
労
働
力
を
集

　
県
本
部
で
は
本
取
り
組
み
の
よ
う

に
農
業
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と

で
、一般
の
方
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
1

割
農
業
を
取
り
入
れ
る「
91
農
業
」を

推
進
し
、
農
業
労
働
力
支
援
の
取
り

組
み
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

体
験
会
で
農
福
連
携
が
定
着

J
T
B
と
連
携
し
作
業
受
委
託
も

農
業
労
働
力
支
援
を
通
じ
た
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大

農
福
連
携
の
取
り
組
み

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
連
携

「
91
農
業
」推
進
へ

労
働
力
支
援
特
集

福
島

ほ  

て
ん

箱折り作業「91農業」ロゴマーク

農作業体験会の集合写真

枝拾い作業

　福
島
県
本
部
で
は
、県
内
農
業
の
課
題
解
決
と
し
て
生
産
基
盤
の
維
持
・

拡
大
を
目
的
と
し
た
労
働
力
支
援
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
で

5
年
目
に
な
り
ま
す
。
 

【
福
島
県
本
部
】

　林崎修一さんは南相馬市
でネギとブロッコリーを栽培し
ており、11月から年明けまでの
収穫作業にかけて本取り組みを活用することになり「収穫作業
の作業員募集をどうしようかと考えていた折に、JAからこの取り
組みを紹介してもらい助かった」と話しました。

　南相馬市で水稲のほかキャベツ、ブロッコリー、トマトなど
多品目の野菜を栽培する武田幸彦さんは、年間を通じて労
働力を必要としており、「必要な時期に必要な人数だけ依頼
できることが利用するポイントだ」と話しました。農福連携同
様に雇用の必要がないため、繁忙期に合わせて活用できるこ
とがメリットとなっています。

武田幸彦さん

林崎さん（中央）とJTBから参加の皆さん

　南相馬市でカボチャやブロッコリーを栽培する菊地洋一さ
んは、野菜の収穫作業などで3年間ＪＴＢと連携した労働力支
援の取り組みを活用しています。周囲の生産者がリタイアし、
圃場が集積していく中で労働力の確保が課題でしたが「この
取り組みがスタートしたことをきっかけに栽培面積の増反に
踏み切ることができた」と話しました。

菊地洋一さん

ほじょう

ぞうたん

面積増やせました

JTBとの連携による労働力支援を
活用する生産者の声

繁忙期に合わせて

JTBとの連携による労働力支援を
活用する生産者の声

JTBとの連携による労働力支援を
活用する生産者の声

収穫作業助かった
林崎修一さん
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れ
た
金
色
の
大
豆
の
粒
を
イ
メ
ー
ジ。

　実
需
者
か
ら
は
、豆
腐
の
食
味
評
価
に
つ
い

て「
食
感
は
や
わ
ら
か
く
、こ
く
と
甘
み
が
あ

る
」と
従
来
品
よ
り
優
れ
た
評
価
を
受
け
ま

し
た
。

　23
年
産
は
県
内
作
付
け
の
約
半
分
４
０
０

０
㌶
で「
ふ
く
よ
か
ま
る
」を
作
付
け
て
お
り
、

単
収
は
２
０
０
㌔
を
超
え
る
見
込
み
で
す
。

　今
後
も「
ふ
く
よ
か
ま
る
」の
認
知
度
向
上

に
向
け
、節
分
祭
で
の
豆
ま
き
参
加
な
ど
で

Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
、新
品
種
導
入
を
き
っ
か
け
と

し
た
県
産
大
豆
の
さ
ら
な
る
高
品
質
・
安
定

生
産
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

 

　新
品
種「
ち
く
し
Ｂ
５
号
」の
主
な
特
徴
は
、

①
播
種
の
適
期
が
6
月
下
旬
か
ら
7
月
20
日

ま
で
と
長
い
②
草
丈
が
低
く
台
風
の
影
響
に

よ
る
倒
伏
に
強
い
③
従
来
品
種「
フ
ク
ユ
タ
カ
」

と
比
較
し
て
粒
が
大
き
く
、平
均
収
量
8
％

増

―
の
3
点
で

す
。　県

は
新
品
種

「
ち
く
し
Ｂ
５
号
」

を「
ふ
く
よ
か
ま

る
」の
名
称
で
商

標
登
録
。
23
年
2

月
に
は
実
需
者
、

生
産
者
、Ｊ
Ａ
グ
ル

ー
プ
職
員
、報
道

関
係
者
を
招
い
た

お
披
露
目
会
が
開
催
さ
れ
、福
岡
県
の
服
部

誠
太
郎
知
事
よ
り
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
お
披

露
目
会
で
は「
ふ
く
よ
か
ま
る
」で
製
造
さ
れ

た
豆
腐
、豆
乳
、納
豆
の
試
食
も
あ
り
、参
加

者
は
大
豆
本
来
の
甘
い
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　「ふ
く
よ
か
ま
る
」の
由
来
は
、大
き
く
元

気
に「
ふ
く
よ
か
」に
育
ち
、皆
さ
ま
に「
福
」

を
届
け
た
い
―
と
の
思
い
と
、大
豆
の「
ま

る
い
」形
を
表
し
て
い
ま
す
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、

緑
の
さ
や
か
ら
成
熟
が
進
む
過
程
、収
穫
さ

倒
伏
に
強
く
収
量
も
向
上

認
知
度
向
上
へ
Ｐ
Ｒ
も
積
極
的
に

「ちくしB5号（ふくよかまる）」お披露目会

現地試験栽培巡回を実施

県
本
部

だ
よ
り
福岡県本部

大
豆
新
品
種「
ち
く
し
Ｂ
５
号
」（
ふ
く
よ
か
ま
る
）を
導
入

安
定
生
産
・
安
定
供
給
に
応
え
て
25
年
産
で
全
面
転
換
へ

　
福
岡
県
の
大
豆
生
産
は
、
天
候
不
良
な
ど
の
影
響
で
従
来
10
㌃
当
た
り
2
0
0
㌔
だ
っ
た
県

平
均
単
収
が
年
々
低
下
し
て
い
ま
す
。
県
は
大
豆
の
生
産
力
向
上
に
向
け
て
、
2
0
1
7
年
か

ら
現
地
試
験
を
各
Ｊ
Ａ
で
実
施
。
同
時
に
、
実
需
者
と
の
懇
談
会
で
意
見
交
換
を
実
施
し
、
実

需
者
か
ら
安
定
生
産
・
安
定
供
給
に
対
し
て
強
い
要
望
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
県
は
従
来

の
栽
培
品
種
「
フ
ク
ユ
タ
カ
」
か
ら
「
ち
く
し
Ｂ
５
号
」（
名
称
:ふ
く
よ
か
ま
る
）
へ
の
全
面

転
換
を
決
定
。
22
年
産
か
ら
本
格
的
な
導
入
を
開
始
し
て
お
り
25
年
産
で
全
面
転
換
が
完
了

し
ま
す
。

は   

し
ゅ

福岡県本部も参加する節分祭

実需者との意見交換を行う大豆懇談会

「ふくよかまる」ロゴ
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だ
よ
り
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JA晴れの国岡山
（岡山県）

概要 2023 年 3 月 31日現在

正組合員数  　　　　　8万8973人
准組合員数　　　          5万589人
職員数                       2783人
販売品取扱高          257億3千万円
購買品取扱高          224億3千万円
貯金残高  　           1兆3421億円
長期共済保有高         3兆4237億円
主な農畜産物　　　  ブドウ、白桃、
       米、牛肉、豚肉、野菜、花き、黒大豆

直
行
便
事
業
で
販
売
力
を
強
化

新
鮮
な
農
畜
産
物
を
直
売
所
に
直
送

ウ
モ
ロ
コ
シ「
イ
エ
ロ
ー
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
」、「
作
州
黒
枝
豆
」な

ど
の
農
産
物
を
鮮
度
維
持
し
た

ま
ま
直
接
流
通
を
さ
せ
る
こ
と

が
可
能
に
な
り
、
消
費
者
の
信

頼
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
23
年
7
月
に
開
催
し
た
合
併

※
1 

後
初
と
な
る
大
規
模
イ
ベ
ン

ト「
白
桃
フ
ェ
ス
」で
は「
ど
こ

よ
り
も
、新
鮮
で
、お
い
し
い
白

桃
を
、
納
得
価
格
で
！
」を
合
言

葉
に
管
内
全
域
か
ら
白
桃
を
専

ト
削
減
に
よ
る
所
得
向
上
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
鮮
度
の
高
さ
と
中
間
コ
ス
ト

削
減
が
最
大
の
魅
力
で
あ
る
こ

の
事
業
は
、
慣
行
の
流
通
と
比

べ
、
直
行
便
で
は
出
荷
日
当
日
、

最
短
で
は
30
分
で
陳
列
を
可
能

と
し
、
生
産
者
と
直
結
し
て
い

る
Ｊ
Ａ
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き

る
大
き
な
強
み
で
す
。ま
た
、職

員
が
専
用
車
両
の
運
行
を
行
う

こ
と
で
外
部
に
委
託
す
る
こ
と

な
く
、
管
内
各
産
地
か
ら
直
売

所
に
直
送
す
る
こ
と
で
品
質
低

下
リ
ス
ク
、
時
間
と
中
間
流
通

コ
ス
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
削
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
で
は
管
内
特
産
品
の
白

桃
や
ブ
ド
ウ
、
蒜ひ
る
ぜ
ん山
高
原
産
ト

と
し
て
23
年
度
か
ら「
キ
ッ
チ

ン
米（
マ
イ
）カ
ー　
晴
れ
ば
れ

直
行
便
工
房
」の
運
行
を
開
始
。

新
鮮
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
丼
や

産
地
直
送
果
樹
原
料
を
使
用
し

た
ス
ム
ー
ジ
ー
な
ど
を
提
供
し
、

６
次
産
業
化
の
生
産
、
加
工
か

ら
販
売
ま
で
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
直
行
便
事
業
を
生
か

し
た
組
織
内
物
流
の
強
化
を
図

り
ま
す
。広
域
Ｊ
Ａ
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
、
期
待
さ
れ
る
こ

と
は
何
か
を
テ
ー
マ
に
、
今
年

4
月
開
設
の
大
型
直
売
所
の
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

鳥取県

広島県
岡山県

　
岡
山
県
の
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡

山
で
は
販
売
強
化
対
策
の
大
き

な
柱
と
し
て
、2
0
2
1
年
か

ら
広
域
性
を
生
か
し
た
直
行
便

事
業「
晴
れ
ば
れ
直
行
便
」を
立

ち
上
げ
、
県
北
か
ら
県
南
の
消

費
地
へ
専
用
車
両
で
農
畜
産
物

を
直
送
。こ
の
事
業
を
通
じ
、消

費
者
に
は
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
生
産
者
に
は
中
間
コ
ス

用
車
両
で
会
場
に
届
け
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
3
0
0
0
人
が

来
場
し
、大
盛
況
で
し
た
。

　
県
外
観
光
客
に
も
特
産
品
の

魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
高
速
道

路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
も
販

売
を
開
始
。最
短
時
間
で
朝
採
れ

の
蒜
山
高
原
産
食
材
を
県
南
の

大
消
費
地
へ
運
ぶ「
超
高
速
輸

送
」を
実
現
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
当
該
事
業
の
一
環

職
員
が
専
用
車
両
を
運
行

時
間
と
流
通
コ
ス
ト
削
減

朝
採
れ
を「
超
高
速
輸
送
」

「
キ
ッ
チ
ン
米
カ
ー
」も
登
場

※１ 2020年4月1日に県内8JA（岡山東、岡山西、倉敷かさや、びほく、阿新、まにわ、つやま、勝英）が合併。

「白桃フェス」で特産白桃を買い求める来場者

吉備サービスエリアで蒜山高原産野菜を
販売

「キッチン米カー」では職員考案の
丼やスムージーなどを提供

産地直送果樹原料を使用し
たスムージー
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新鮮大好き徳島
　徳島県鳴門市大津町のレンコンは、節間が長くすらりとした
形状をしており、乳白色できめ細かな肉質です。
　レンコンの収穫は、水を張った水田でポンプの水圧によって
掘り出す方法と、水が干上がった状態で収穫する方法がありま
すが、大津町は粘土質が強いため後者で収穫しており、掘り取
り作業は非常に重労働です。掘り取り機で表土を取り除いた
後は、熊手を使って一本一本、つけ根から丁寧に手作業で掘り
取ります。
　熟練の技術によって掘り取られたレンコンは、つやがあって
見た目もよいことから高い評価を受けています。　 JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com

お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

JA全農の産地直送通販サイト

鳴門市大津町のレンコン２本入り
（約2kg）……6000円（税込み）

　全農は、47都道府県のニッポンエールグミをチョコレートでコーティングしたグミチョコ47商
品を開発しました。販売者を全国農協食品㈱として、阪急百貨店オンラインストアで12月15
日から予約受け付けを開始、阪急うめだ本店9階催場で1月20日から販売しています。

【営業開発部、全国農協食品㈱】
　47都道府県のグミチョコは、阪急うめだ本店で1月20日より開催している「阪急バレンタイ
ンチョコレート博覧会2024」限定で販売しています。全国津々浦々の果実を使用したグミを、
スイートチョコレートやホワイトチョコレートでコーティングしました。
　今後も国産農畜産物の消費拡大や生産振興に向けて、ニッポンエールの取り組みを全国
の産地・品目に拡大していきます。

　全農は12月20日、東京都渋谷区のNHK放送センターで「NHK歳末たすけあ
い」の贈呈式を行い、募金額150万770円の目録を贈りました。【広報・調査部】

　社会貢献活動の一環としてイベントの売上金などを毎年寄付しています。この
日贈呈した募金のほか、各都府県本部では直営店舗・職場・事業所などに共同
募金箱を設置し、募金活動を行っています。都府県本部における募金の総額
は188万8799円（12月20日時点）で、合わせて約339万円になります。
　募金は共同募金会を通じて、国内の福祉施設や支援を必要とする方 の々た

めに役立てられます。

「ＮＨＫ歳末たすけあい」に寄付
都府県本部の募金と合わせ総額339万円

休刊のお知らせ
1月29日号は休刊いたします。
次号は2月5日号です。

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局） 毎週木曜日23：00～23：06
全農の食の応援団「虹のコンキスタドール」が農業部の部員となり
食と農の魅力を発信します！

ふしあい

福
岡
県
産
あ
ま
お
う
苺

グ
ミ
チ
ョ
コ

長
野
県
産
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

グ
ミ
チ
ョ
コ

左から東京都共同募金会の枝見太郎常務理事、
NHKの稲葉延雄会長、全農の折原敬一会長、
NHKメディア総局展開センターの東孝子センター長

新発売
ニッポンエールグミチョコ
47都道府県の果実を使用したグミを

チョコでコーティング
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https://www.zennoh-weekly.jp/

Web版
JA全農ウィークリーは
こちらから

（耕種総合対策部）

「Z-GIS」普及拡大
キャンペーン

2面

（福島県本部）

農業労働力支援を通じた
生産基盤の維持･拡大

4-5面

労働力支援特集
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